
　大東亜戦争終結から 70 年が経過しました。大東亜戦争においては、多くの日本人が祖国の存続

と家族の安寧を願ひ戦地に赴かれ、そして彼の地で散華されました。

　硫黄島は日本領土内で初めて国土戦が開戦された島であり、島内地には今でも約 13,000 柱の遺

骨が残されたままの状態です。

　本事業は、硫黄島を訪問し、この国の歴史と向き合い、英霊に対して赤誠の心を捧げ、戦跡の巡

拝をおこなう中で、日本人として自国を誇れる歴史観を養い、確かな国家観を備えた明日の日本を

担う人材を育成することを目的にしています。

事業共催　公益社団法人日本青年会議所／一般財団法人日本文化興隆財団

後　　援　内閣府・厚生労働省（予定）

硫黄島訪島事業
平成２８年８月１１日 (木 )～１２日 (金 )　1泊２日

硫黄島に学ぶ明日の日本

一般財団法人日本文化興隆財団

擂鉢山からの眺め




	硫黄島チラシ表
	硫黄島チラシ裏out

